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要 旨 人体の形態特性は一次元的な計測のみでは把握が困難であり， 着衣の適合， パターン設計の

向上のためには， 2次元的， 3次元的な計誤U， それによる形態特性の定量化， 分類因子の抽出が必要で
ある。 本研究では既報に引き続いて， シノレエッター写真を用いて， 20才�22才女子の人体側面視体型の

定量化を行い， それによって10年前との体型の変化を明らかにし， また体型分類因子を検討し， 体型分

類名称の定義化， パターン設計理論化に資することを意図したものである。 結果は以下の通りである。

① 体型の経年変化については， 10年前よりややスリムになり， パストボリュームが増し， 殿部の突

出が増して， ややメリハリのある体型へと変化している。

② 計測データの因子分析結果では今回の計測・算出項目に対しては10因子分析が適当と考えられ
た。

① 計測データのままの分析と， 指数化したデータを用いた分析では， 大きさ(高度， 周径) を含め

た形態特性を必要とする場合は生データを用いることが適当と考えられ， 全身体型， 部分体型の名称の
定量化， 定義化， パターン設計理論との関係解明には指数データによる分類が有効ではないかとの示唆
が得られた。

I 緒 軍司

人体の計測は， 一般には先の 日本人体格調

査1)にみるように， 長さ， 大きさを表す一次元

的計測が主として行われているが， 向性， 同一

寸法であっても人体の形状には非常に年齢差，

個体差， が大きく， 被服設計(デザイン， パタ
ーンメーキング)， 特に既製服生産のためには

二次元的， 三次元的な形態の計測， それによる

体型分類が必要となってくる。

二次元， 三次先的な計測については， 既にス

ライディングゲージ， 三次元人体計測装置など

による人体の水平， 垂直断面の計測， 及びそれ

を用いてのパターン設計への展開についての研
究2)点)， シルエッター写真による人体の側面視
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形態の分類4)，5) また石膏包帯による人体静立

時， 運動時の形態の採取， それによる展開図の

作成6)等を試み， 衣服設計の理論のためのデー

タの収集を行ってきたが， 複雑で多様なファク

ターで構成されている人体に対しては， データ

数が十分で、はないと考えており， ファクタ一間

関係理論の明確化， 被服設計への展開のために

は継続的な研究が必要と考えてきた。

またこの他にもモアレ縞写真による形態計

測7) も試みられているが， 同様の事がし、ぇ

る。

本報告は1980， 83年に報告した4)，5)1977 �79 

年撮影の シルエッター写真を用いた側面視体型

の分類の試みに続いて， 約10年を経過した同年

齢女子の体型に変化がみられるかの検討と， 前

報で綾味であった体型名称の定義化の手がかり

を得たいと， 分類の手法の検討をしたものであ

る。



これらの被験者については シルエッター写真

撮影と向時期に， 適合条件を厳密にチェ ックし
て上半身原型を作成しており， パターンとの関

係において適当な分類方法を見いだしたし、意図

をもつものである。

なお前記の 2報(以下これを総じて前報とす

る)， および本報の試料として シルエッター写

真の側面図のみを用いて， 限定した計測項目を

設定しているのは以下のニつの理由によるもの

である。

① 人体の形態， 姿勢の特性を表現する用語

に は 側 面 視形態によるものが比較的多いこ

と4)，6)(理論編p. 129)， 衣服の適合， 特に着衣

の安定性を左右するパターン上の未解決の問題

点が， 側面視形態から推定できるのではないか

という予測のあること。

② 「 シノレエッター」装置の構造， 即ち撮影

距離 2 m， カメラのレンズ中心高91.5 cm に国

定されている装置であることから， 高さにおい

てレンズ中心高より差の大きい部位で， かつ撮
影距離において計測基準面から差の大きい部位

(例えば側面視における肩先点など) は画面か

らの測定値そのままでは誤差が大きいこと。

従って本試料としては計測点は正中矢状面上

を主とし， それから外れる場合は高さにおいて

レンズ高に近いことを条件としている。 また主

要計測点である乳頭点， 殿部後突点、など基準面

よりカメラ側にずれている点については， 高度

差， 基準面からのずれ量をもちいて三角法によ

り計算結果， 画面上での王子均誤差は， 垂直方向

で0.7 mm， 水平方向で0.3 mm 程度で非常に

計測誤差の起こりやすい範囲のなかにあり， 本

論が実寸を求めることより， 各データ間の関係

を検討することを主目的としていることから測

定値のまま使用するものとしている。

E 研 究 方 法

1. 試 料

被験者は1988年�91年各年度の学部服装学科

被服構成コース 3年次学生計150名とし， その
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シルエッター写真を試料とした。 撮影時の着衣

はブラジャー， パンティとし 姿勢は立位正常

姿勢とした。

2. 人体， シルエッター写真からの計測方法

1) 計測点のマーキング(図 1 ) 

① 人体体表へのマーキング

人体体表に， 以下の計測点， および ウエスト
点を通る水平 ウエストライン(WL) をマーク

した。 ( ) 内は略称及び定義である。 (JIS8)

に準じている点については定義を省略した)。

頚椎点(B NP)

頭側点(S NP)

頚富点(F NP)

肩峰点

肩先点(肩峰点を通る腕付け根線の最も高い

点)

肩甲上部後突点(肩甲上角点付近で背面から

肩部への変曲点)

後肢点(後肢寵裂上縁)

前肢点(前肢富裂上縁で腕付け根線として蔽

話につながりのよい点)

乳頭点(BP)

ウエスト点(右体例j線を前面からみて最も内

方にくびれたところ)

② シルエッター写真へのマーキング

撮影後、ンルエッター写真上に以下の点をマー

クしTこ。

胸部背面後突点

胸部前面前突点

腹部前突点

殿部後突点

ウエスト点1(背面腰椎部の前湾頂点)

ウエスト厚径中点

S NP垂下点、(S NP垂下線とWLとの交点)

右足首厚径中点

以上①， ②の計測点、のほとんどが前報4)と同

様であるが， ウエスト点については， 上半身原

型との関係を見るため人体上によ記( ) の定

義にマークし， シルエッター写真上に前報と同

様の ウエスト点1 もマークした。

2) 計測項目， 計測方法



殿部
後突点

胸部前面
前突点

腹部前突点
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図1 計測基準点 図2-1 高度， 厚径， 長径 図2-2 前報計測部位 図3 傾斜・角度計測部位

計測部位

表1 計測項巨名称

記号 項 目 名 æjì 称 記号 項 自 名 略 称
身長 身長 1 殿部突面下部角 殿突下角
体重 体重 腹部突面下部角 腹突下角
パスト B k 上半身体軸角 上半身体軸角
ウエスト W 下半身体軸角 下半身体軸角
ヒ ップ 日 江1 頚部後函傾斜 �後傾斜

① バストライン厚径 BL厚径 n 頭部前面傾斜 頚前傾斜
①①1 ウエストライン厚径 WL厚径 。 頚付根線角 頚付根線角
① ヒ ップライン厚径 HL厚径 胸部背面湾曲角 胸背潟、曲角
④①I 胸部背商突出量 絢背突量 胸部前面湾曲角 絢前湾街角
①①1 殿部突出量 殿突量 ⑬ 頭頂点高 頭頂点高
@∞1 胸部前面突出議 胸前突量 ⑪ �頭高 全頭高
⑦⑦1 腹部前面突出量 腹前突最 ⑬ 頚椎点高 BNP高
@ 後ろ丈突出量 後丈突出量 ⑬ 頚側点高 SNP高
@ 前丈突出議 前丈突出議 ⑫ 頚諮点高 FNP高
⑪ 後ろ丈斜線長 後丈斜線長 @ 胸部背面突点高 胸背突高
⑪ 前丈斜線長 前丈斜線長 ⑫ 胸部前突点高 胸前突高
⑫ 後頚入 り 後頚入 り ⑫@1 WL高 WL高
⑬ 前頭入 り 前頚入 り @ 腹部前突点高 腹突高
⑬ SNP垂直下ウエスト後厚径 WL後厚 ③ 殿部後突点高 殿突高
⑬ SNP 垂直下ウエスト前淳径 WL前厚 ⑫ 殺の高さ 股高
aal 胸部背面下部傾斜 胸背下傾斜 @-@1 WL高 WL1筒 W高前後葉
b 胸部背面上部傾斜 絢背上傾斜 ⑬③ SNP高-WL高 側上半身長
c 胸部背面後突点角 胸背後突角 ⑬⑫ BNP高…WL高 後上半身長
dd1 殿部突濁上部傾斜 殿突上傾斜 ⑫ー⑫ WL高一殿突高 W殻長
e 上半身前正中線角 上半身前正中角 ⑫一⑫ FNP高 WL高 前上半身長
f 胸部前面上部傾斜 絢前上傾斜 @一⑫ WL高 腹突高 W突長
ggl 胸部前面下部傾斜 胸前下傾斜 ① ④  殿突量一絢背突量 上下半身後突出差
hh1 腹部突面上部傾斜 腹突上傾斜 @一⑦ 胸前突量一腹前突量 上下半身前突出差

下付1 前報に準じた計測部位
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計測は人体からの直接計測と， シルエッター

写真からの計測を行った。

人体からの計測項目は， 身長， 体重， バスト

(B) ， ウエスト(W)， ヒ ップ(H)である。

計拠器具はマルチン計測器および体重計であ

る。

シルエッター写真からは図 2 に示す高さ， 厚

径， 突出量， 斜線長などの長さデータと， 閣 3

に記号で示す角度項目について計測した。 ほと

んどの計測項目は前報と同様であるが， 身長以

外の高さ項目， S NP を起点とするWLまでの

黍直長， 斜線長， 斜線から体表までの突出量は

今回追加した項目である。

図 2 - 2 は 前 報 の 定 義 の ウ エ ス ト ラ イ ン

(WL1)に設定して計測したa， d， g， h で以下

これをa1， d1， gl， h1 と表記し， 体型の経年変化

についてはこの備を用いるものとする。

表 lは図 2， 国 3 に記した各記号の計測項目

名， 算出項目と， その略称である(以下略称を

用いて記述する)。

角度項目名称の “傾斜" は， ある起点から斜

め上方または斜め下方の体表曲線に向かって引

いた接線の垂直線とのなす角度を表す名称と

し， “角度" は点から点を結んだ斜線と垂直線

とのなす角度(頚付け根線角度のみ水平線とな

す角度)を表す名称とした。

長さデータの計測にはノギスを用い， 角度は

分度器を用いて計測した。

E 計測結果と経年変化の考察

1. 計測結果

長さ項目， 体重， 角度項目， および主要項目

の対身長比(比体重， 比B などと表示)等の

平均値， 標準偏差は表 2 に A群として示した。

またB群として前報の結果を示し， B群を

準とした両者の差を示した。

A群の主要項目の平均値と 日本人体格調査

結果1)とをそリソン偏差折線で比較すると図 4

の通りで， その差は， 体重をのぞいて0.1%の

危険率で有意に A群が大きい。

( 96 ) 

表2 計測結果および経年差検定結果

A群
項 目 名

X， 

身体長重
(cm) 157.50 

50.68 
B 84.35 

w 64.42 
E 89.16 

22.63 
17.59 
16.96 
22.60 
4.10 
6.19 
6.65 
1. 72 
1. 78 
0.95 
1.18 
2.09 
2.08 
0.76 
0.59 

19.93 H-W 24.74 

比
比体

B
重 0.32 

0.57 
比W 0.41 
比 H 0.57 

iiiSit喜i 剛

6.46 
7.10 

34.90 
37.09 
0.93 
7.81 

13.27 

14.59 
13.54 
31. 81 
18.26 
17.54 
22目57
14.98 
33.03 
7.88 
6.97 
6.49 
8.96 
7.26 

12.26 
5.96 
4.62 

10.66 
16.31 
26.84 

147.15 
139.21 

133.64 
129.30 
118.46 
113.42 

98.87 
87.99 
77.62 
69.12 
3.10 

34.60 
34.77 
21. 25 
30.43 
10.88 

判危険率α詰0.05で有意
*危険率α=0.1 で有意

SI 

5.31 
6.17 
4.75 
4.67 
4.51 
1. 70 
1. 63 
1. 53 
1. 54 
1. 26 
1. 25 
1. 10 
1. 29 
1. 39 
0.78 
1. 67 
1. 54 
1. 61 
1. 47 
1. 98 
2.97 
3.42 

0.03 
0.44 
0.03 
0.03 

0.71 
1. 07 
1. 86 
1. 80 
1. 57 
1. 50 
1. 65 

3.88 
3.46 
5.65 
3.41 
4.00 
3.57 
3.39 
5.63 
5.75 
5.12 
5.42 
6.84 
4.32 
1. 55 
2.44 
1. 31 
5.34 
5.20 
5.05 
5.29 
8.31 

5.06 
4.86 
4.97 
4.92 
4.25 
3.75 
3.59 
3.49 
1. 80 
1. 84 
2.23 
2.01 
2.04 
1. 91 

B君平
主主

X2 S2 

157.10 4.49 0.40 
51. 00 6.07 -0.32 
83.90 5.37 0.45 
64.10 4.99 0.32 
89.40 4.90 -0.24 
22.90 2.05 -0.27 

17.60 1. 87 -0.64 
22.60 1.71 0.00 

5.60 1.11 1. 05 

1. 20 1. 36 0.58 

1. 40 0.72 -0.22 

0.72 1. 48 1. 36 

-0.12 1. 37 。‘71
19.90 2.45 0.03 
25.30 2.88 -0目56

0.32 0.03 0.00 
0.53 0.03 0.04 
0.41 0.03 0.00 
0.57 0.03 0.00 

13.70 3.55 -0.16 
31. 30 6.65 0.51 
18.00 3.49 0.26 

19.10 4.19 3.47 
13.00 2.78 1. 98 
31. 80 5.12 1. 23 

4.30 4.40 2.67 

9.60 5.25 -0.64 
7.50 2.04 -0.24 

11. 60 1. 88 0.66 
6.00 3.25 -0.04 
4.10 1.23 0.52 

12.70 6.14 -2.04 
16.90 5.12 -0.59 

148.25 5.25 -1.10 
143.98 7.68 -4.77 

検定

** 

*ヨド

** 

*キ

** 

*司ド
*本
* 

*キ

** 

** 
** 

** 
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B群
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人調均
の査依

l 
身長十
体重 }
B f 
W f 
H l 

傾斜大

図4 日本人体格調査結果との比較(モリソン偏差

折線)

突出大

50 

2. 経年変化の考察

A群とB群の調査時期の間には約10年の差

があり， この間に向性， 同年齢の体型の変化が

あったかどうかを検討した。

比較は， B群と同一計測点を用いた項目につ

いて行った。

表 2 に示した両群の平均値の差を基準化して

そりソン偏差折線で表したのが図 5 である。 表

2 ， 図 5 ともに有意差のある項目には*を付し

た。 また A群， B群それぞれの厚径， 体表角

平均像の比較

度等の平均値を用いて描いた側面視体型平均像

が関6 である。 B群では身長以外の高さ項目が

設定されていなかったため， A群の各計測点

の高度の対身長比を用いて算出した。

これらの結果から以下のような経年変化の様

相を知ることが出来る。

① 有意な差ではないが， 身長， B， W には

やや増加がみられ， 体重 H， および体重/身

長にやや減少がみられることから， 全身的には

やや細長型に向かっている方向性がみられる。

② ウエストを基準とした上半身の形態で

は， 背面の突出量は有意に減少， 前面の突出量

は有意に増加しており， それに連動して ウエス

トラインの前端， 後端を起点にした体表傾斜

は， 前菌では有意に増加し， 後面では， 有意差

はみられないものの減少の方向に変化してい

る。 また前聞の胸前上傾斜も有意に増加してい

ることから， 上半身全体では乳房音ßの増大と

�6 
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* 

* 
* 

* 
本申危険率α=0.05で有意
* 危険率α=O.lで有窓

計測値の経年変化(モリソンの偏差折線)
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項目
身長
体重B 
W 
B 
BL)lj[径WL感径HL厚筏
胸背突裁
殿突盤
胸部突量
H昼前突盆
上下半身後突出義
上下半身前突出差B-W 
H-W 
i七体重
比召
比W
上七日
胸背下傾斜
胸背上傾斜
!向背後突角
殿突上傾斜
上半身ßîj正中角
胸前よ傾斜
胸前下傾斜
腹突上傾斜
殿突下角
政突下角
上半身体軸角
下半身体勅角
頚後傾斜
頚前傾斜
胸後i響曲角
)拘前湾曲角

図5
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若年女子側面視体型の経年変化と分類一第l報

WL厚径の減少によってややメリハリのある形

態に変化しているとみることが出来る。

① ウエストを基準とした下半身の形態で

は， 殿突量が有意に増加し， 腹突量は有意、差は

見られないものの減少の方向を示している。 そ

れに連動して ウエストラインの後端を起点とし

た殿上傾斜も有意に変化し大きくなっている。

即ち上半身の形態を受けて， やや引締まった下

半身体型に変化してきているとみることが出来

る。

@ 頚椎点から胸背後突点方向にかけての傾

斜， 角度には有意な差は認められない。

⑤ 体軸の変化は， 上半身では有意な変化は

みられないが， 下半身体軸は有意な変化を見

せ， 足部に対して ウエスト部がやや前方に移動

しているとみられ， 角度が増加している。 これ

は②の上半身突出量の変化と対応しての姿勢の

変化とみることができる。

⑥ 頭部の傾斜は， 後頭に有意な差がみら

れ， 前傾が少なくなっている， 言い替えればや

や立頚の方向に変化しているといえる。 これは

上半身の背面突出量がやや少なくなっているこ

とと有機的に対応している現象とみられる。

本資料からは以上のような変化の様相を見る

ことが出来るが， 最近の1O�15年間の 日本人女

子の体型の変化について， 公表された資料は非

常に少なく， 比較可能な， ほぼ同時期のデータ

を用いた資料としてワコール資料9)が最近出版

された。 直接比較対称となる20�24才群の人

数， 標準偏差は不明であるが， 毎年相当量人数

の計測を継続しているという背景から， 信頼で

きるデータと考え， その平均値， および総合的

評価を見ると， 以下の点で本資料と向様の傾向

を示している。

・身長が高くなった。

・バストボリュームが大きくなった。

・全体的にスリムになり， メリハリのある体

型になった。
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N 相関分析による考察

1. 相関分析-1

A群の計測値およびそれらの差の算出値を

用いて相関分析を行った。 継続している計測項

悶間の相関は， 前報， 他資料から見て大きく変

化しているとは考えられないが， 今回追加計測

した項目の一部は他資料にも見られないことか

ら改めて全データについて相関分析を行った。

表3はその結果である。 今回追加した項目を

含めて相関性をまとめると以下のようである。

① 周径項13， 厚径項目相互間には， 腰固と

胸部厚径・ ウエスト厚径の聞の0.6を除いて他

はすべて0.7以上の高い相闘がみられ， これは

前報， 他資料1)とも向様の結果である。

② 身長および全ての高さ項目相互間には

o. 8�0. 9の高い棺関がみられる。 これも他資

料1)と同様の結果である。

今回追加計測した側上半身長， 後上半身長，

前上半身長， 前丈斜線長， 後ろ丈斜線長， など

の上半身のたて方向長径項目， 斜線長項目は，

高さ項目と0.6前後の相関を示し， またそれら

相互間では0.9以上の高い相闘を示す。

しかしこれらの計測項目は， 将来的にパター

ンとの関係抽出の可能性をそ予測し， 上半身体型

の伺体差のデータ化を目的としたもので， その

意味では計測値のままの分析ではすべてが高さ

項目の関連因子となり， 形態分析の白的を達し

ていないといえる。

WLから下方の高度差は高さ項目との相関を

示さない。

① WL厚径に対する上・下半身の前後方向

への突出量については以下の特徴がみられる。

・各突出量項目と， ウエストからの各突出点、

方向に計測した体表傾斜(絢背下， 胸前

下， 殿突上， 腹突上) の聞にはo.7�0. 9の

高い相関がみられる。

・突出量聞の相関は， 後ろ丈突出量， 前丈突

出量を含めて， 胸部の前後の突出量間， 腰

部と腹部の突出量聞に互いに正負を逆にし

たo.5�0. 6の中程度の相関がある。 即ち上

・下半身ともに強くはないが， 前頭の突出

の大きい場合は後面の突出の小さい傾向が

みられ， これは前報より0.1程度係数が大

きくなっている。

・胸部の背面突出量は後頚入りと-0.7の，

前面突出量は前頚入りと-0.6の相闘があ
り， 脊柱の湾曲が有機的に重心のパランス

を取っていることを窺わせる。 同時に背面

の突出量の多少は， 肩甲骨によるものより

脊柱の湾曲によるものの方が多いことが窺

える。

④ 体表傾斜・角度項目については前報同様

に， また③に記したように， 各突出量項目と，

ウエストから各突出点方向に計測した体表傾斜

の聞にはo.7�0.9の相聞がみられるが， 体表傾

斜・角度項目相互間の相関は全般的に低い。 そ

の中で次の 4クーループの相関が認められた。

・胸背湾曲角は胸背下傾斜， 胸背後突角との

関に0.7以上の相関がある。

・胸前湾曲角は胸前下傾斜との間に0.7の相

関がある。

この 2グ、ループは \，、ずれも湾曲角とその計

算項目との相関で当然と言えるものであるが，

前面では上部傾斜より下部傾斜の方が湾曲角へ

の影響が大きいことが認められる。

・上半身体軸角は前正中線角と0.6， 胸背下

傾斜と0.5， 絢言îJ下傾斜と-0.5の中程度の

相関がある。

・頭部傾斜はその前後聞に0.6の相関を示す

のみで他の全ての項目と関係を示さない。

⑤ 後頚入りと前頚入りの聞には0.6程度の

相関があり， 両項目ともに上半身体軸傾斜との

間に 0.83， 0.78の高い相関を示している。

また後頚入りは胸背突量と-0.7の相闘を示

し， 前頚入りは胸前突量と-0.6， 上半身前正

中線角と0.7， WL前厚径と0.9の相関を示して

いる。

⑤WL高前後差は殿部傾斜との間に…0.6

の相関がある。 前面からみた右体側線のくびれ

位置と， 側面からみた背面腰椎部のくびれ位置

( 100) 
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との高さの差が少ない方が， 殿部の突出傾斜が

大きいとし、う傾向が窺える。

以上の相関分析の結果から， 計測儀間の栢関

としては前報と近い結果となった部分が多く，

その点では非常に不確実な要素の多い人体につ

いての確実な情報として有効であったと考える

ことができるが， ②に示したように高さとの相

関としてくくられてしまう各項目間の中を更に

検討する必要があると考え指数による考祭を行

うこととした。

2. 相関分析-2

一般に視覚的な体裂に対する差異感は， 例え

ば， その背の高さとのノくランスで肥っている，

痩せているなど感じており， 実際に計測してみ

ると， 背が高く痩せている人の胸囲と， 背が低

く太っていると思われる人の胸関との間には，

感じていたほどの差が無いということは経験す

るところである。 同様に上半身の厚みや幅， 前

傾， 後傾の度合い等も上半身の長さとのノミラン

表4 指数算出結果

項 目 名 X s 除 数

比 BL厚径 14.38 1. 08 身長

比WL厚径 11.17 1. 04 身長

比 HL厚径 14.36 0.97 身長

胸背突出率 11. 83 3.58 後上半身長

殿突率 29. 47 6.99 W殿長

胸前突出率 5.67 4. 27 前上半身長

腹前突出率 8.77 7.87 W突長

後頚入 り 率 2. 68 4.48 後上半身長

前頚入 り 率 27.84 5.11 前上半身長

後丈突出率 18.55 2. 03 後丈斜線長

前丈突出率 19.13 2. 76 前丈斜線長

後丈斜線率 100.89 0.60 俣ú上半身長

前丈斜線率 107.25 1. 93 仮ú上半身長
WL前厚径率 75. 67 8.83 WL淳径

(WL高一WLj高) 率 14.63 7. 69 W鮫長

比 FNP高 82.09 0.88 身長

比狗背突高 75.20 1. 40 身長

比胸前突高 71. 99 1. 20 身長

比WL高 62.76 1. 16 身長

比腹突高 55.86 1. 13 身長

比殿突高 49.27 1. 22 身長

比股高 43.86 1. 17 身長一一一い一
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スで感じており， このことはパターン設計にも

関係することと考えられる。

前項②での問題も同様の現象であることから

身長， あるいは上半身の長さ(B NP 高， S NP 

高， F NP 高とWL高の差) 等に対する他項目

の指数を求め(表4)， 傾斜 ・角度項目を加え

て再度相関分析を行った。

表4は各指数の平均値， 標準偏差である。

項尽名の内「比」を語頭に付したものは(計

測値/身長)x 100としたもの， 語尾に「率jを

付したものは(計測値/上半身長)x 100とした

ものその他である。 上半身長は計測値の部位に

よって表の備考欄に示した項目を用いている。

その他についても除数項目を備考欄に示した。

表5 は相関分析結果である。

全体に相関性が下がっているが， まとめると

以下のようである。

① 周径， 厚箆， 体重項目間の相関は， 計測

値のまま(以下生データと呼ぶ) では棺関が高

く現れたが， 身長で除したことにより比B で

は全くどの項目との相関も見られなくなった。

しかしその他の比周径項目， 比厚径項目， 比体

重の間には0. 6�0. 85の相関がみられ， 比B L

厚径はこの他に胸部前面湾出角， 前丈突出率と

0.6程度の相闘を示していることは生データと

同様である。

② 比高度簡の相関は生データに比べて大き

く下がっており， WL以下の比高度開には0.5

�O. 76の相関がみられるものの， 上半身に計測

点のある項目は比高度以外の項目も含めてすべ

てと0.5以下のとなっている。

③ 突出率についてみると， 体表傾斜 ・角

度， 頚入り率， 突出率相互間との関係は， 主主デ

ータの場合と殆ど同様の関係のありかたではあ

るが， 相関係数は高くなっているものが多い。

生データでの相関と変化のあった項目は， 胸

背突率， 絢前突率がし、ずれも後ろ丈斜線率， 前

丈斜線率と +またはーのO.5�0. 8の相関を示

したことである。 生データではこれら斜線長は

高度項目との相関のみ現れていたものである。

WL前 厚 径 率 と 前 後 の 突 出 率 の 相 関 は



表5 指数値相関分析結果
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-0.56， 0.76と大きく上がっている。

④ 体表傾斜 ・角度項目間の相関は全く生デ

ータと開様である。

① 後頚入り率は生データとほぼ同様の様相

であるが， 新しく後ろ丈斜線率， WL前厚径率

と正， 負の0.9の高い相関を示した。

前頚入り率は生データでは胸部前面の突出

量， 傾斜などとある程度の相関を示していた

が， 指数ではどの項目とも全く相関を示さな

し、。

以上の指数による相関分析の検討から， 人体

の側面視形態の分類には計測値をそのまま用い

るよりは， 全身の高さ， 各体部の高さの対する

厚径の比率， その他指数に変換したデータの方

が適当ではないかと考えられる。

-0.13 -0.31 

-0.05 -0.04 -0.34 -0.15 

-0.06 -0.10 0.17 0.05 0.40 

。 14 0.03 0.03 0.14 

0.30…0.33 0.12 0.62 

0.05 -0.11 0.32 0.16 0.02…0.19 -0.25 -0.16 

。 15 0.22 -0.13 0.01 -0.03 0.00 0.10 -0.03 0.18…0ω 

0.27 0.36 -0.09 -0.08 -0.18 -0.06 -0.00 -0.02 0.0日-0.10

V 因子分析による分類因子の検討

1. 分類の意図

一般に人体については， ]ISサイズ規格的の

ような各部のサイズの組合せによる体型分類の

他に， 全身の形態， 部分の形態を含めて非常に

多くの体型分類名称(以下体型名称と略す) が

用いられており， 特に側面視体型については前

報4) その他にみるように多くの名称が用いら

れている。 それらの多くは着衣の適合， 被服構

成， 特にパターンメーキングにおいて問題とな

る部分， あるいは全身の形態に， 自然発生的に

付けられた名称で、あると考えられ， 明確な定

義， そのための計測部伎， 標準値などを持たな

いものが殆どである。 また同一名称で、あっても

異なった体型を指す場合も生じている。

本研究と同様に， シルエッター写真， 写真を

用いた体型分類研究は数編11)-13)行われている

が， 複合的な体型の多くの構成要素を如何に少

数の国子に集約して表現できるかを意図してい

るものが多くみられ， 体型名称の定義化， 標準

化を検討しているものは少ない。

本研究ではその意味であえて少数因子に絞る

のではなく， 被服構成， 特にパターンメーキン

グに資することの出来るレベルで、の分類因子を

一一」一-
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表6 計測値函子分析結果 (10[iSJ子)

主r&子 � � � L � L L L L � 項目
身長 0.90 

FN P 高 0.91 

胸背突高 0.81 

鞠前突防 0.92 

WL高 0.95 

腹部突高 0.93 

殴突高 0.92 

校高 0.94 

胸背突量 -0.11 

後頚入り 0.83 

自j頚入り -0.85 

WL後厚 0.82 

WL前厚 0.81 

腕背下傾斜 -0.69 

上半身前正中角 0.69 

上半身体軸角 0.90 

体薫 0.86 

B 0.83 

W 0.94 

H 0.18 

BL淳径 0.80 

WLW-径 0.92 

HLI亭径 0.81 

後丈斜線長 0.81 

前丈斜線長 -0.84 

側上半身長 …0.89 

後t半身長 0.81 

前上半身長 一0.84

B持前突盆 -0.11 

部丈突出量 一0.13

B-W -0.12 

胸部下傾斜 …0.12 

胸前湾曲角 。10

上下半身前突出差 0.65 

後丈突出最 0.65 

胸背後突角 。16

t旬背湾曲角 0.86 

量生突最 0.88 

腹前突量 一0.11

隊突上傾斜 0.80 

上下半身後突出差 0.69 

H-W 0.68 

W殿長 0.11 

殿突下角 0.69 

腹突下角 0.64 

下半身体勧角 0.68 

頚後傾斜 0.19 

野i前傾斜 0.80 

寄与率(96') 14.8 13.1 13.0 9.1 1.0 6.9 6.9 4.1 3.3 3.1 

累積寄与率(%') 14.8 21.9 40.9 50.6 51.6 64.5 11.4 15.5 18.8 81.9 

( 104) 

表7 指数値因子分析結果 (10因子)

主関子 � � � L L L L L � � 項E
胸背突率 0.18 

後丈斜線率 -0.18 

前丈斜線事 。13

後頚入り率 0.81 

WL前淳径率 0.89 

胸背下傾斜 0.66 

上半身前正中角 自68

上半身体翰角 0.91 

比BL厚径 。11

比WL厚径 0.93 

比HL淳� 0.82 

胸前突出率 0.19 

蔀丈突出率 -0.81 

鈎前下傾斜 0.81 

掬官Îj湾曲角 0.82 

後丈突出率 -0.10 

胸背後突角 -0.81 

E句背湾曲角 0.81 

比腹突高 0.81 

比殿突高 0.88 

上t設商 0.86 

殿突率 0.85 

W高前後差 -0.16 

殿突上傾斜 0.89 

比FN P 潟 0.13 

比胸背央高 0.18 

腹前突出率 。18

!�突上傾斜 0.83 

頚後傾斜 0.81 

l'Ji前傾斜 -0.19 

鮫突下角 0.59 

腹前下角 -0.12 

下半身体勧角 。11

寄与率(児) 16.1 9.3 9.0 8.6 8.1 1.6 5.1 4.6 4.4 4.4 

累積寄与率(9iρ 16.1 25.9 34.9 43.5 51.6 59.2 69.4 69.4 73.9 18.3 

求めたい意図である。

2. 因子分析結果

分析には生デ ー タ ， 指数デ ータそれぞれの相

関行列を用いた。 共通項にはすべて1.000をい

れた。

試みに生データ， 指数共に16閤子(各全項目

数の約1/3) に集約するものとして因子分析を

おこないパリマックス回転を行った結果， 生デ

ータでは12， 指数では14国子で約80%の寄与率

を示したことから， 改めて12園子を指定して分
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析を行った。 また更にその結果を検討して10国

子の分析を行った。

表 6 は生データの， 表 7 は指数データの， い

ずれも10因子の， パリマックス回転後の分析結

果である。 各悶子ともに， 因子負荷量0. 7以上

( 1 ， 2 の項目では因子の性格を 明瞭にするた

め， 0. 60以上) の項目を示した。 下欄2 行は記

載を割愛した項目の国子負荷量もふくめた寄与

率と累積寄与率を示している。

3. 分析結果の比較・検討

表 8， 表 9 は 12悶子， 10国子分析それぞれ

に， 生データ， 指数データ別の各因子の性格を

解釈し， まとめたものである。 またその累積寄

与率を示した。

両分析， 両データの因子を比較すると， 以下

の通りである。

① 生データによる分析

生データの分析では10因子， 12因子ともに，

斜線長を含む高度項目にかかわる因子が第1， 

第4， 第8 と3田子挙がっており， 第4， 第8

は上半身長， 腰部長を示す項で高度差項目であ

る。 また周径・厚径など肥痩度に関わる因子が

第2または第3因子として挙がっており， いわ

ゆるサイズに関わる因子が比較的多くなってい

る。

形態を表す因子は両分析ともに上半身体軸角

に関わる因子が大きい寄与率で挙がっており，

前-後頚入り， 胸部の背面突出量， WL前厚窪

および上半身体軸角がこの因子の主たる構成項

目となっている。

その他の形態国子は胸部の前面ボリューム，

背面の湾曲， 腰部の前後の突出状態， 頚部傾

斜， 下半身全体の体軸の傾きというように体部

別， 部{立によっては更に前後別に一つの因子を

構成している， 。

12因子ではこの他に H とWの周径差， 足首

表8 因子分析結果の解釈(12因子)

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 XlQ Xll X12 

上半身 上半身
絢部前 胸部背

腰腹部 腰 緩 頚部傾 下半身
殿部突

生データによる 高度 肥痩度 lID突出 面湾曲 H-W 面下部
体軸角 長

量 角
形態 部長 斜 体軸角

傾斜

累積寄与率(%) 14.7 27.1 38.3 47.9 55.9 62.6 68.9 73.2 76.6 79.7 82.8 85目6

上半身
胸部前 胸部背

比下半 殿部突 比上半 下半身
緩部前

頚部傾
殿部突

指数データによる
体軸角

肥痩度 笛突出 面湾曲
身高度 出率 身高度 体軸角

面突出
斜

商下部 比胸囲

率 角 率 傾斜

累積寄与率(%) 14.9 28.1 35.8 43.4 51. 0 57.9 62.6 66.7 70.7 74.6 78.4 81. 0 

表9 因子分析結果の解釈(10因子)

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 XlQ 

上半身 上半身
胸部前 胸部背

腰腹部 下半身 頚部候
生データによる 高度

体車由角
肥痩度

長
箇突出 部湾曲

形態
腰部長

体車由角 斜f量 角

累積寄与率(%) 14.8 27.9 40.9 50.6 57.6 64.5 71. 4 75.5 78.8 81. 9 

上半身
絢部前 胸部背

比下半 殿部突 比上半 腹部突 頚部傾 下半身
指数データによる

体車由角
肥痩度 面突出 面湾出

身高度 出率 身高度 出率 斜 体軸角
率 角

累積寄与塁手(%) 16.7 25.9 34.9 43.5 51. 6 59.2 64.9 69.4 73.9 78.3 
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から殿部突面への傾斜が因子として挙がってい

るが， 殿部下部傾斜は下半身体軸に近く， また

H とW の周径差は肥痩度， との関わりも考え

られることから因子数としては10因子をまず分

類の目安としてよいのではないかと考えた。

② 指数データによる分析

指数データでは， 10因子， 1 2因子ともに高度

に関しては， 対身長比としたことにより沈下半

身長， 比上半身長が第5 ， 第7 として現われた

が， 高度差は除数となったことにより因子とし

ては現れていない。 生データにおいて高度差項

目と同一因子として含まれた上半身の前丈斜線

長， 後ろ丈斜線長は， 側上半身長で指数化する

ことによって， 第l因子上半身体軸因子の負荷

量が高く， 形態悶子へと移行した。

サイズ因子としては， 第2 国子に身長との比

率としての肥痩度があがっている。 肥痩度の構

成項包としては指数相関分析， 1 2因子分析結果

で比五 比W， 比H， 比体重と比厚径が関わ

ることが明らかであったため， 10因子ではB，

W，日はあらかじめ分析項呂から削除してい

る。

形態因子としては， 第l因子に上半身体軸角

因子が挙がり， 生データでの構成項目の指数化

に加えて前・後斜線率が正， 負の高い負荷量を

示して含まれている。 体型の視覚的な印象， パ

ターン設計への展開から， 有効な分類因子と考

えられる。

胸部前面の突出・湾曲を示す国子， 胸部背面

の突出・湾出を示す国子， 下半身体軸角因子，

殿部突出下部傾斜因子， 頭部傾斜困子は， 両分

析共あがっており， ほぼ同種の項目によって構

成されている。

生データでは殿部， 腹部の突出量が一つの国

子(第7 ) として正， 負の関係でまとまってい

るが， 指数データでは殿部突出因子と腹部突出

因子はそれぞれ第6 ， 7 国子となっている。 こ

の方が形態の分類としては有効ではないかと考

えられる。

前報の主成分分析(パリマックス回転) 結果

と比較すると， 向一計測項目についてはほぼ同

( 106 ) 

種の成分に集約されているが， 上半身について

の計測項目を追加したことにより， 今回の分析

によって， 上半身体軸に関わる国子， 胸部前面

の突出・湾曲に関わる因子， 胸部背商の突出・

湾曲に関わる因子の性格が明瞭になったと考え

られる。

VI ま と め

前報第1報に記したアンケートにおいて同一

体型図について異なる名称が与えられる例の多

かったことを述べたが， 日常の経験からも， 人

体の体型を表現する用語については， その定

義， 用い方など非常に暖昧な状況であることは

常に感じるところである。 そのためただ単に感

覚的な表現用語を整備するのみでなく， 各用語

に定量的な背景のある定義を与え， かっ被服デ

ザイン， パターン設計理論への展開の可能なシ

ステムをもった体型用語を整える必婆を感じて

本研究を始めたわけである。

ヌド報では， 前報を継続して， シルエッター写

真の側面図を用いて， 同年齢女子の平均像とし

ての経年変化を考察しながら， 追加した数項目

を加えて因子分析を行い， それによって共通し

て分類可能な因子を見いだしたし、と考えたもの

である。

結果として， 新平均像では， 足首位置に対し

てウエスト部がやや前方に移動し， 前田では胸

部の突出やや大， 腹部の突出やや小となり， 背

面では胸部背簡の突出やや小， 殿部の突出大の

方向に変化している。 また頚部後面の傾斜は少

なくなっている。 身長がやや高くなっているこ

とも伴ってややスリムで， メリハリのある体型

へと変化しているといえる。

因子分析結巣では， 計測伎のままの分析よ

り， 身長， 上半身長， 腰部長などで各計測値を

除して指数化して分析した結果の方が， 各因子

の性格が明確になり， 特に上半身体軸角など前

報で暖味であったところが明瞭になった。

第 2 報で、は被験者の因子負荷量による分類と

その体型名称の検討を行う予定である。
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